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(百万円未満切捨て)

１．2023年12月期第１四半期の連結業績（2023年１月１日～2023年３月31日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

　

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年12月期第１四半期 2,998 6.3 △199 － △214 － △174 －

2022年12月期第１四半期 2,821 40.6 △204 － △222 － △142 －

(注)包括利益 2023年12月期第１四半期 △134 百万円 ( －％) 2022年12月期第１四半期 △177 百万円 ( －％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年12月期第１四半期 △79.57 －

2022年12月期第１四半期 △64.89 －
　
（２）連結財政状態

　

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年12月期第１四半期 23,272 6,204 20.3

2022年12月期 23,705 6,338 20.6

(参考) 自己資本 2023年12月期第１四半期 4,719 百万円 2022年12月期 4,878 百万円

　

２．配当の状況
　

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

　2022年12月期 － － － 0.00 0.00

　2023年12月期 －

　2023年12月期(予想) － － － －

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

当社は12月31日を期末配当基準日と定めておりますが、現時点では期末配当予想額は未定であります。

３．2023年12月期の連結業績予想（2023年１月１日～2023年12月31日）
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 6,320 6.8 △620 － △550 － △330 － △150.36

通期 14,270 2.4 80 △82.3 130 △56.6 100 △44.7 45.56

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　

　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 社 (社名) 、除外 社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
　

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年12月期１Ｑ 2,200,000株 2022年12月期 2,200,000株

② 期末自己株式数 2023年12月期１Ｑ 5,291株 2022年12月期 5,291株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年12月期１Ｑ 2,194,709株 2022年12月期１Ｑ 2,194,731株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の実績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提と

なる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信【添付資料】３ページ「（３）連

結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

・期末配当予想につきましては、今後も経営環境に不確定要素が多いため、現段階では前回発表と同様に未定とさせて

いただきます。なお、予想額は当社最多客期の第３四半期以降、状況を見極め速やかに開示いたします。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が緩和され、企業収益に

ついて一部に弱さが見られるものの総じて改善しているほか、個人消費が持ち直す等、景気は緩やかに回復してい

ます。先行きについては、ウィズコロナの下で、各種政策の効果もあって、景気が持ち直していくことが期待され

ます。ただし、ウクライナ情勢等による不透明感が見られる中で、原油価格の高止まり、物価上昇、供給面での制

約等による影響に十分注意する必要があります。

当社グループを取り巻く環境は引き続き厳しく、当第１四半期連結累計期間は、前年同期比較で、乗船客数及び

関連する大島島内でのホテルやバスなどの利用は回復傾向となりましたが、コロナ禍以前との比較では、新型コロ

ナウイルス感染症の影響を受けて、乗船客数は約８割の水準に留まっています。一方で貨物輸送量は、生活関連品

目が堅調に推移しましたが全体としては微減となりました。

このような状況の下、当社グループでは、コスト削減に加えて各種補助制度の利用に努め、また感染拡大防止に

取り組みながら安全運航に努めました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、乗船客数の増加等により、売上高は２９億９千８百万円（前年

同期２８億２千１百万円）と増加しました。費用面で船舶燃料費、船舶修繕費等の増加があり、営業損失は１億９

千９百万円（前年同期営業損失２億４百万円）、経常損失は２億１千４百万円（前年同期経常損失２億２千２百万

円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は１億７千４百万円（前年同期純損失１億４千２百万円）となりまし

た。

なお、当社グループは、２０２３年の事業の活性化策として、「変化への挑戦 東海汽船 ２０２３」を掲げ、

この先１５０年、２００年とバトンを繋いでいくためには、日々変化していくことが継続への力になると信じ、全

社一丸となって、業績向上に努めます。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりです。

《海運関連事業》

主力の海運関連事業の旅客部門は、年初から新型コロナウイルス感染症第８波が続きましたが、大島の最大イベ

ント「椿まつり」が昨年に続き本年も通常開催となったことから、個人向け商品の営業を強化しました。また、高

速ジェット船就航２０周年を記念した東京湾周遊クルーズ、ジェット船の臨時運航（江の島、千葉）、全国旅行支

援「ただいま東京プラス」や都内観光促進事業（もっとＴokyo）等を活用した企画商品販売等により集客に努めま

した。この結果、乗船客数は１５万人（前年同期１０万２千人）と大幅に増加しました。一方、貨物部門は、お客

様の利便性と集荷効率の引き上げを引き続き図り、集荷に遺漏がないように取り組んだ結果、生活関連品目が堅調

に推移しましたが、工事関連品目がやや減少し、貨物取扱量は全島で７万６千トン（前年同期７万９千トン）とな

りました。

この結果、当事業の売上高は、２５億７千５百万円（前年同期２４億２千９百万円）、費用面で船舶燃料費、船

舶修繕費等の増加があり、営業損失は１億９百万円（前年同期営業損失１億９百万円）となりました。
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《商事料飲事業》

商事部門は、関係先と連携を密にし工事情報を積極的に収集するなど販売強化に取り組みましたが、公共工事等

の遅れから島しょ向けセメントや燃料販売等が減少しました。一方で、料飲部門は、旅客の回復により売上が増加

しました。なお、商事部門においては、島しょ向け生活通販「ショップ東海」と島産品の全国向け販売「島ぽち」

のＥＣサイトを積極的にＰＲし、島民の皆さまの利便性向上と物流の活性化に取り組んでおります。

この結果、当事業の売上高は３億５百万円（前年同期３億１千１百万円）、費用面で仕入価格の上昇等がありま

したが、営業利益は１千６百万円（前年同期１千８百万円）を確保しました。

なお、東汽商事株式会社については、４月１日付けで東海汽船株式会社が吸収合併し、より一層の業務効率化を

図ってまいります。

《ホテル事業》

大島温泉ホテル事業は、大島の豊富な海の幸の料理・高品質の源泉掛け流し温泉・露天風呂からの三原山の眺望

など、「島の魅力」を前面に押し出した営業活動を行いました。また、大島の最大イベント「椿まつり」が昨年に

続き通常開催され、全国旅行支援「ただいま東京プラス」や都内観光促進事業（もっとＴokyo）等を活用した個人

向け宿泊プランを中心に造成し集客に努め、宿泊客は増加しました。

この結果、当事業の売上高は８千８百万円（前年同期６千３百万円）、人件費など経費が増加したため、営業利

益は０百万円（前年同期営業損失２百万円）に留まりました。

《旅客自動車運送事業》

当事業の中心となる大島島内におけるバス部門は、お客様に安心してご乗車いただくため、「安全運行」と「良

質のサービスの提供」を基本理念とした安全方針に基づき、全社一丸となって安全運行に取り組んでおり、貸切バ

スにおいては、日本バス協会の安全性評価制度における最高評価となる三ッ星を更新するなど長期優良事業者とし

て認定を受けております。大島の最大イベント「椿まつり」が昨年に続き通常開催され、貸切バスの団体需要もあ

り、乗客数は増加しました。

この結果、当事業の売上高は７千５百万円（前年同期６千４百万円）、営業利益は９百万円（前年同期１百万

円）となりました。なお、定期路線バスにおいては大島町から継続的な支援を受けております。

（２）財政状態に関する説明

（資産、負債および純資産の状況）

当第１四半期連結会計期間末の総資産は２３２億７千２百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億３千３百万

円減少しました。その主な要因は、現金及び預金が４億５千２百万円、営業未収金が１億２千９百万円減少した一

方で、繰延税金資産が１億１千５百万円増加したことによるものです。

負債は１７０億６千７百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億９千９百万円減少しました。その主な要因は、

借入金が４億１千万円、未払消費税等、その他流動負債が１億８千８百万円減少した一方で、賞与引当金が１億１

千８百万円、固定資産圧縮未決算勘定が１億５百万円増加したことによるものです。

純資産は６２億４百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億３千４百万円減少しました。その主な要因は、利

益剰余金が１億７千４百万円減少したことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

２０２３年１２月期の業績予想につきましては、２０２３年２月１４日公表の数値に変更ありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,859 4,406

受取手形、営業未収金及び契約資産 1,766 1,636

商品及び製品 66 70

原材料及び貯蔵品 700 732

その他 169 173

流動資産合計 7,561 7,020

固定資産

有形固定資産

船舶 21,236 21,236

減価償却累計額 △7,909 △8,197

船舶（純額） 13,326 13,039

建物及び構築物 2,260 2,261

減価償却累計額 △1,270 △1,281

建物及び構築物（純額） 990 980

土地 296 296

建設仮勘定 190 468

その他 2,048 2,055

減価償却累計額 △1,833 △1,844

その他（純額） 214 211

有形固定資産合計 15,018 14,995

無形固定資産 81 79

投資その他の資産

投資有価証券 307 325

繰延税金資産 605 720

その他 139 139

貸倒引当金 △9 △9

投資その他の資産合計 1,043 1,177

固定資産合計 16,144 16,252

資産合計 23,705 23,272
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

負債の部

流動負債

営業未払金 934 986

短期借入金 3,549 3,462

未払法人税等 90 80

賞与引当金 39 158

その他 746 557

流動負債合計 5,360 5,245

固定負債

長期借入金 10,000 9,676

退職給付に係る負債 1,502 1,493

特別修繕引当金 440 484

固定資産圧縮未決算勘定 － 105

その他 63 62

固定負債合計 12,006 11,822

負債合計 17,367 17,067

純資産の部

株主資本

資本金 1,100 1,100

資本剰余金 693 693

利益剰余金 3,033 2,858

自己株式 △10 △10

株主資本合計 4,816 4,641

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 62 77

その他の包括利益累計額合計 62 77

非支配株主持分 1,459 1,485

純資産合計 6,338 6,204

負債純資産合計 23,705 23,272
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2022年１月１日
　至 2022年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
　至 2023年３月31日)

売上高

海運業収益 2,409 2,555

その他事業収益 411 442

売上高合計 2,821 2,998

売上原価

海運業費用 2,287 2,412

その他事業費用 393 416

売上原価合計 2,680 2,828

売上総利益 140 169

販売費及び一般管理費 344 368

営業損失（△） △204 △199

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 0 0

助成金収入 5 0

受取手数料 3 4

賃貸料 3 3

補助金収入 － 6

その他 3 3

営業外収益合計 17 18

営業外費用

支払利息 33 32

その他 1 1

営業外費用合計 35 34

経常損失（△） △222 △214

税金等調整前四半期純損失（△） △222 △214

法人税、住民税及び事業税 4 55

法人税等調整額 △65 △121

法人税等合計 △61 △65

四半期純損失（△） △161 △149

非支配株主に帰属する四半期純利益又は
非支配株主に帰属する四半期純損失（△）

△18 25

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △142 △174
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2022年１月１日
　至 2022年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
　至 2023年３月31日)

四半期純損失（△） △161 △149

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △16 15

その他の包括利益合計 △16 15

四半期包括利益 △177 △134

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △159 △159

非支配株主に係る四半期包括利益 △18 25
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り）

前連結会計年度の有価証券報告書に記載した（追加情報）（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の

見積り）の仮定について重要な変更はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2022年１月１日 至 2022年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)２

海運

関連事業

商事

料飲事業

ホテル

事業

旅客自動車

運送事業
合計

売上高

　顧客との契約から生じる収益 1,928 286 63 46 2,324 － 2,324

　その他の収益（注）３ 481 － － 15 496 － 496

　外部顧客への売上高 2,409 286 63 62 2,821 － 2,821

　セグメント間の

　内部売上高又は振替高
19 24 0 1 46 △46 －

計 2,429 311 63 64 2,868 △46 2,821

セグメント利益又は損失（△） △109 18 △2 1 △91 △112 △204

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額△112百万円には、セグメント間取引消去０百万円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△112百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。

　 ２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　 ３ 「その他の収益」は、事業活動の維持に必要な補助金収入等であり、「収益認識会計基準」で定

める顧客との契約から生じる収益の額に含まれない収益であります。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2023年１月１日 至 2023年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)２

海運

関連事業

商事

料飲事業

ホテル

事業

旅客自動車

運送事業
合計

売上高

　顧客との契約から生じる収益 2,344 280 88 59 2,772 － 2,772

　その他の収益（注）３ 211 － － 14 226 － 226

　外部顧客への売上高 2,555 280 88 73 2,998 － 2,998

　セグメント間の

　内部売上高又は振替高
20 25 0 1 47 △47 －

計 2,575 305 88 75 3,046 △47 2,998

セグメント利益又は損失（△） △109 16 0 9 △83 △115 △199

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額△115百万円には、セグメント間取引消去０百万円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△116百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。

　 ２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　 ３ 「その他の収益」は、事業活動の維持に必要な補助金収入等であり、「収益認識会計基準」で定

める顧客との契約から生じる収益の額に含まれない収益であります。
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（重要な後発事象）

(連結子会社の吸収合併)

当社は、2023年２月14日開催の取締役会において、2023年４月１日を効力発生日として、当社を吸収合併存続会

社、当社の連結子会社である東汽商事株式会社を吸収合併消滅会社とする吸収合併を行うことを決議し、同日付け

で合併契約を締結いたしました。当該契約に基づき、当社は2023年４月１日付けで東汽商事株式会社を吸収合併い

たしました。

１．取引の概要

(1) 被結合企業の名称及びその事業の内容

被結合企業の名称：東汽商事株式会社

事業の内容：商事料飲事業

(2) 企業結合を行った主な理由

当社および東汽商事株式会社が営む商事料飲事業は、船内および船客待合所内での料飲販売、東京諸島で

の生活必需品の供給において連携して経営強化を図ってまいりましたが、ＥＣサイトを初めとする新たな事

業展開と既存事業の強化を一層推し進めるため、東汽商事株式会社を当社に吸収し、組織強化ならびに事

業・事務管理の更なる効率化と、経営資源を集約することとしました。

(3) 企業結合日

2023年４月１日

(4) 企業結合の法的形式

当社を存続会社、東汽商事株式会社を消滅会社とする吸収合併

(5) 結合後企業の名称

東海汽船株式会社

２．実施する会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事業

分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 2019年１月16日）に基づき、共通支配下

の取引として処理する予定であります。
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